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(ＵＲＬ　http://www.furuno.co.jp/)
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１．四半期財務情報の作成等に係る事項

　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　　　：　有
　　　（内容）影響額が僅少なものにつきましては、一部簡便な方法を採用しております。

　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　：　無

　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　　　：　有
　　　（内容）　連結  （新規）１社  （除外）１社

２．平成１８年２月期第１四半期財務・業績の概況（平成17年3月1日～平成17年5月31日）

（１）経営成績（連結）の進捗状況
（注）金額は百万円未満を切捨て

％ ％ ％ ％

－ － －

－ － － －

（注）1.売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。
　　　2.売上高以外の項目につきましては、当第１四半期より開示を行っているため、前年同四半期実績
       及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。

部門別売上高（連結） 　
（注）金額は百万円未満を切捨て

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]

　　当第１四半期の当社グループを取り巻く経営環境は、商船の新船建造が高水準を維持し、また個人消費、民間の設
　備投資が伸びたこともあり、概ね良好に推移しました。そのようななか、当社はグループの総力をあげて積極的な販
　売活動および原価低減に取り組んでまいりました。その結果、当第１四半期の売上高は、18,366百万円（前年同期比
　6.2％増）、営業利益は1,228百万円、経常利益は1,423百万円となりました。
　　舶用電子機器部門では、商船市場は旺盛な新船建造ブームに支えられ引き続き好調な売上を確保しましたが、漁業
　ならびにプレジャー市場は需要の低迷、競争の激化などにより売上が減少しました。この結果、当部門の売上高は、
　13,030百万円（前年同期比0.4％増）と微増にとどまりました。
　　産業用電子機器部門では、GPS関連機器は携帯電話基地局向け周波数発生装置の売上が減少したことで低調でしたが
　ETC車載器の売上が大きく伸びたことなどにより、堅調に推移しました。この結果、当部門の売上高は、5,335百万円
　（前年同期比 23.5％増）となりました。

18年2月期第1四半期

17年2月期第1四半期

対前年増減（率）

18年2月期第1四半期

17年2月期第1四半期

18年2月期第1四半期

17年2月期第1四半期

(参考)17年2月期

(参考)17年2月期

舶 用 電 子 機 器 部 門 産 業 用 電 子 機 器 部 門 合　　　　計

13,030 5,335 18,366

百万円 百万円 百万円(％)

12,980

50 (0.4)

4,321

1,014 (23.5)

17,301

1,065 (6.2)

　円　　銭 　円　　銭

26.63 －

－ －

111.31 －

4,695

1 株 当 た り 四 半 期

（ 当 期 ） 純 利 益

潜在株式調整後1 株当たり

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

百万円 百万円

77,444 4,856

6.2

－17,301 － －

18,366

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

(％) (％)

四 半 期 （ 当 期 ）

純 利 益

1,228 1,423

百万円 百万円

841

3,612
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（２）財政状態（連結）の変動状況

％

18年2月期第1四半期

17年2月期第1四半期

(参考)17年2月期

（注）当第１四半期より開示を行っているため、前年同四半期実績は記載しておりません。

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]
 　当第１四半期末の総資産は、前連結会計年度末と比較して1,786百万円減少し、 78,063百万円となり
 ました。これは主にたな卸資産が増加したものの、現金及び預金、受取手形及び売掛金が減少したこと
 によるものであります。当第１四半期末の負債は、前連結会計年度末と比較して2,225百万円減少し、
 45,144百万円となりました。これは主に短期借入金が減少したことによるものであります。
 　当第１四半期末の株主資本比率は、前連結会計年度末の40.1％から1.6ポイント向上し、 41.7％とな
 りました。

○　添付資料
（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書

以　　上

[参　考]

平成１８年２月期の連結業績予想（平成17年3月1日～平成18年2月28日）

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　90円44銭

[業績予想に関する定性的情報等]
　中間期および通期の業績については、当初予想に変更はありません。

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。
　実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

1,011.71

－

1,030.52

経 常 利 益

4,750 2,950

79,849

78,063 32,549

－

32,055 40.1

－

41.7

2,650

当 期 純 利 益

1,600

百万円 百万円

中　　間　　期

通　　　　　期

売 上 高

40,000

79,000

百万円

－

1 株 当 た り
株 主 資 本

百万円

株 主 資 本 株主資本比率

　円　　銭

総 資 産

百万円
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[添付資料］

１．（要約）四半期連結貸借対照表
（単位：百万円未満切捨て）

金　額 構成比 金　額 構成比

（資  産  の  部）

Ⅰ　

11,630 14,693

20,749 21,655

21,520 19,202

4,041 5,066

　 57,941 74.2 60,617 75.9

Ⅱ　

9,723 9,458

588 629

9,808 9,144

　 20,121 25.8 19,232 24.1

78,063 100.0 79,849 100.0

（負  債  の  部）

Ⅰ　

17,520 17,001

4,302 6,633

6,545 7,032

　 30,188 38.7 32,557 40.8

Ⅱ　

1,054 1,054

3,870 3,745

10,031 10,013

　 14,956 19.1 14,812 18.6

　 45,144 57.8 47,370 59.4

（少 数 株 主 持 分）

　 368 0.5 424 0.5

（資  本  の  部）

　 32,549 41.7 32,055 40.1

78,063
100.0

79,849
100.0

一 年 以 内 返 済 予 定
長 期 借 入 金

負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

負 債 、 少 数 株 主 持 分
及 び 資 本 合 計

資 本 合 計

そ の 他

固 定 負 債 合 計

長 期 借 入 金

短 期 借 入 金

流 動 資 産

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

現 金 及 び 預 金

流 動 資 産 合 計

受取手形及び売掛金

た な 卸 資 産

流 動 負 債

科　目

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債

社 債

そ の 他

支払手形及び買掛金

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

当四半期
（平成18年2月期第１四半期末）

（参考）
平成17年2月期

1,820 1,891

％ ％
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２．（要約）四半期連結損益計算書
（単位：百万円未満切捨て）

金　額 百分比 金　額 百分比

％ ％

Ⅰ　 18,366 100.0 77,444 100.0

Ⅱ 12,018 65.4 51,381 66.3

6,348 34.6 26,062 33.7

Ⅲ 5,119 27.9 21,206 27.4

　 1,228 6.7 4,856 6.3

Ⅳ 244 1.3 769 1.0

68 225

175 543

Ⅴ 49 0.3 930 1.2

40 186

9 744

  1,423 7.7 4,695 6.1

Ⅵ － 104 0.1

Ⅶ － 5 0.0

1,423 7.7 4,794 6.2

567 3.0 1,104 1.4

　 14 0.1 77 0.1

　 841 4.6 3,612 4.7四半期（当期）純利益

税 金 等 調 整 前
四半期（当期）純利益

税 金 費 用

少 数 株 主 利 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

受 取 利 息 及 び 配 当金

そ の 他

支 払 利 息

そ の 他

経 常 利 益

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

営 業 外 収 益

売 上 総 利 益

営 業 利 益

科　目
当四半期

（平成18年2月期第１四半期）
（参考）
平成17年2月期

売 上 高
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